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本定例会に付議された議案等の件名 

 

議案第１号 令和２年度砺波広域圏事務組合一般会計予算 

 

議案第２号 令和２年度砺波広域圏事務組合水道事業会計予算 

 

議案第３号 令和２年度砺波広域圏事務組合事業に要する経費の分担基準 

について 

 

議案第４号 令和元年度砺波広域圏事務組合一般会計補正予算（第３号） 

 

議案第５号 令和元年度砺波広域圏事務組合水道事業会計補正予算 

（第１号） 

 

議案第６号 砺波広域圏事務組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に 

関する条例の制定について 

 

議案第７号 砺波広域圏事務組合長期継続契約に関する条例の制定について 

 

議案第８号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に 

伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 

令和元年度専決処分第１号 砺波広域圏事務組合職員の給与に関する条例

の一部改正について 
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令和２年２月砺波広域圏事務組合議会定例会会議録 

１ 議事日程 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 議案第１号から議案第８号まで、令和２年度砺波広域圏事務組合一般

会計予算外７件について、及び報告第１号 専決処分の承認を求める

ことについて（提案理由説明） 

日程第４ 一般質問、質疑、委員会付託について 

日程第５ 総務常任委員長報告、質疑、討論、採決（議案第１号～第８号、報告

第１号） 

  日程第６ 閉会中の継続審査について 

 

１ 本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 

 

１ 開議及び閉議の日時 

   令和２年２月１８日 午後２時３４分 

   令和２年２月１８日 午後３時５０分 

 

１ 出席議員（１２名） 

   １番 山本 善郎   ２番 島崎 清孝   ３番 川岸  勇 

   ４番 長井久美子   ５番 榊  祐人   ６番 蓮沼 晃一 

   ７番 今藤 久之   ８番 向川 静孝   ９番 山田  勉 

  １０番 稲垣  修  １１番 片岸  博  １２番 山森 文夫 

 

１ 欠席議員  なし 

 



2  

 

１ 説明のため議場に出席した者の職、氏名 

  管 理 者   夏野  修   副 管 理 者   田中 幹夫 

  監 査 委 員   山﨑 昭夫   会 計 管 理 者   南  佳子 

  事 務 局 長   田嶋 和樹   水 道 事 業 所 長   梅原  学  

クリーンセンターとなみ所長（兼）田嶋 和樹   南砺リサイクルセンター所長   堀川 茂治 

水 道 事 業 所 業 務 課 長   川島 志朗   水 道 事 業 所 工 務 課 長 (兼)川島 志朗  

     

１ 職務のため議場に出席した事務局職員 

   総務課主幹庶務係長  金子 幸弘   総務課企画係長   櫻井 義雄 

 

１ 会議の経過 

   午後 ２時３４分 開会 

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  た だ い ま の 出 席 議 員 は 、 １ ２ 名 で あ り ま

す 。  

 定 足 数 に 達 し て お り ま す の で 、 こ れ よ り 令 和 ２ 年 ２ 月 砺

波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会 し 、 た だ ち に 本 日 の 会

議 を 開 き ま す 。  

 初 め に 、 報 告 事 項 を 申 し 上 げ ま す 。 お 手 元 に 配 付 の と お

り 監 査 委 員 か ら 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ５ 条 の ２ 第 ３ 項 の 規 定 に

よ り 、 例 月 出 納 検 査 の 報 告 を 受 け て お り ま す の で 、 ご 確 認

を お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ よ り 、 本 日 の 日 程 に 入 り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  日 程 第 １  会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い

ま す 。  
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  会 議 録 署 名 議 員 は 、 会 議 規 則 第 １ １ ６ 条 の 規 定 に よ り 、

議 長 に お い て  

６ 番  蓮 沼  晃 一  君  

  ７ 番  今 藤  久 之  君  

を 指 名 い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  次 に 、 日 程 第 ２  会 期 の 決 定 に つ い て を

議 題 と い た し ま す 。  

  お 諮 り い た し ま す 。 本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 １ 日 と い た

し た い と 存 じ ま す 。  

  こ れ に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

〔 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  ご 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 会 期 は

本 日 １ 日 と 決 定 い た し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  次 に 、 日 程 第 ３  議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第

８ 号 ま で 、 令 和 ２ 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 予 算 外

７ 件 、 及 び 報 告 第 １ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ

い て を 議 題 と い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  提 案 理 由 の 説 明 を 求 め ま す 。  

  管 理 者  夏 野  修  君 。  

〔 管 理 者  夏 野  修  君  登 壇 〕  

○ 管 理 者 （ 夏 野 君 ）  本 日 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 ２ 月 定

例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 各 位 に は 、 ご 出 席 を

い た だ き 、 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

ま ず 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 の 主 な 事 業 の 進 捗 状 況 等 に つ
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い て 申 し 上 げ ま す 。  

初 め に 、 ご み 処 理 関 係 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

ク リ ー ン セ ン タ ー と な み 基 幹 的 設 備 改 良 工 事 に つ き ま

し て は 、 昨 年 １ ０ 月 か ら 工 事 に 着 手 し て お り 、 今 月 か ら

令 和 ３ 年 １ 月 ま で ２ 号 炉 の 改 修 を 行 い 、 引 き 続 き １ 号 炉

の 改 修 を 行 い 、 令 和 ４ 年 ３ 月 に 工 事 が 完 了 す る 予 定 で あ

り ま す 。  

工 事 期 間 中 は 、 １ 炉 運 転 と な り 、 可 燃 ご み の 処 理 能 力

が 半 減 い た し ま す こ と か ら 、 可 燃 ご み の 一 部 を 富 山 地 区

広 域 圏 事 務 組 合 や 民 間 事 業 者 に 処 理 委 託 し て お り ま す 。  

ま た 、 ご み ク レ ー ン 更 新 工 事 に つ き ま し て は 、 既 に 発

注 し て お り ま し て 、 本 年 １ ０ 月 頃 に 予 定 し て い る 焼 却 炉

の 休 止 期 間 中 に 、 老 朽 化 し た ご み ク レ ー ン を 更 新 す る 計

画 に し て お り ま す 。  

今 後 も 稼 働 さ せ な が ら の 改 修 工 事 と な り ま す こ と か  

ら 、 安 全 に 十 分 配 慮 し 、 工 事 を 進 め て ま い り ま す 。  

南 砺 リ サ イ ク ル セ ン タ ー の ご み 処 理 に つ き ま し て は 、

収 集 さ れ ま し た 可 燃 ご み を 富 山 地 区 広 域 圏 事 務 組 合 の ク

リ ー ン セ ン タ ー な ど に 、 焼 却 処 理 を 委 託 し て お り ま す 。  

蔵 原 最 終 処 分 場 に つ き ま し て は 、 覆 土 工 事 が 完 了 い た

し ま し た の で 、 廃 止 に 向 け て 今 後 ２ 年 間 、 浸 出 水 の 水 質

検 査 を 行 う な ど 、 必 要 な 手 続 き を 進 め て ま い り ま す 。  

ま た 、 新 最 終 処 分 場 に つ き ま し て は 、 候 補 地 を １ か 所

に 絞 り 込 み 、 地 元 に 説 明 に 出 向 い て 理 解 を 求 め て い る と

こ ろ で あ り 、 早 期 に 決 定 で き ま す よ う 努 め て ま い り ま  

す 。  

今 後 は 、 地 域 で の 理 解 が 得 ら れ れ ば 、 新 年 度 に 地 質 調
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査 や 最 終 処 分 場 基 本 計 画 の 策 定 な ど に 着 手 し て ま い り た

い と 考 え て お り ま す 。  

次 に 、 砺 波 医 療 圏 急 患 セ ン タ ー に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

急 患 セ ン タ ー の 受 診 状 況 に つ き ま し て は 、 内 科 、 小 児 科

を 合 わ せ ま す と 、 昨 年 ４ 月 か ら １ ２ 月 末 ま で の ９ か 月 間 の

受 診 者 数 は ３ ， ４ １ ４ 人 と な り 、 昨 年 同 期 に 比 べ ３ ７ ６  

人 、 １ ２ ． ４ ％ の 増 と な っ て お り ま す 。  

 こ れ は 、 １ １ 月 頃 か ら イ ン フ ル エ ン ザ が 当 管 内 に お い て

も 流 行 し て い る こ と な ど が 主 な 要 因 で あ る と 考 え て お り ま

す 。  

 今 後 と も 、 医 療 ス タ ッ フ の 確 保 に 努 め 、 一 次 救 急 医 療 体

制 の 充 実 を 図 っ て ま い り ま す 。  

次 に 、 ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

本 年 度 に 南 砺 市 五 箇 山 地 域 で 進 め て お り ま す ケ ー ブ ル テ

レ ビ ネ ッ ト ワ ー ク 光 化 促 進 事 業 に つ き ま し て は 、 オ リ ン ピ

ッ ク 関 連 事 業 や 全 国 的 に 同 様 の 事 業 が 進 め ら れ て い る 関 係

か ら 、 光 ケ ー ブ ル な ど の 資 材 の 調 達 に 時 間 を 要 し て お り ま

す が 、 鋭 意 工 事 を 進 め て ま い り ま す 。  

 次 に 、 水 道 事 業 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。  

令 和 ２ 年 度 の 供 給 水 量 と 料 金 に つ き ま し て は 、 基 本 水 量

を 一 日 当 た り ２ ７ ， ０ ０ ０ 立 方 メ ー ト ル と し 、 料 金 は 昨 年

１ ０ 月 の 消 費 税 率 の 引 上 げ に 伴 い ま し て 、 ９ ０ 銭 の 値 上 げ

と な り 、 １ 立 方 メ ー ト ル 当 た り 税 込 で 、 ４ ９ 円 ５ ０ 銭 と し

て お り ま す 。  

ま た 、 水 質 検 査 業 務 に つ き ま し て は 、 老 朽 化 し た 検 査 機

器 の 更 新 を 行 い 、 検 査 の 信 頼 性 を 維 持 す る と と も に 、 本 事

業 所 が 供 給 す る 水 道 水 に 加 え 、 構 成 市 が 所 有 す る 自 己 水 源
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の 水 道 水 な ど の 検 査 を 引 き 続 き 実 施 し て ま い り ま す 。  

ま た 、 新 年 度 に 浄 水 場 と 揚 水 機 場 及 び 調 整 槽 ７ か 所 と

の 間 に お い て 、 流 量 、 水 位 、 水 量 等 の 測 定 デ ー タ や 運 転

制 御 の 通 信 を 行 っ て お り ま す テ レ メ ー タ の 親 局 設 備 を 更

新 し て ま い り ま す 。  

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 定 例 会 に 提 出 い た し ま し た 議 案  

に つ い て 、 ご 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 ま ず 、 予 算 編 成 に あ た り ま し て 、 構 成 市 の 財 政 事 情 が

厳 し い 状 況 で あ る 中 、 特 定 財 源 の 確 保 に 努 め る 一 方 で 、

広 域 圏 基 金 を 活 用 す る こ と に よ り 、 事 業 の 推 進 に 努 め て

い る と こ ろ で あ り ま す 。  

 初 め に 、 議 案 第 １ 号  令 和 ２ 年 度 一 般 会 計 予 算 に つ き

ま し て は 、 歳 入 歳 出 予 算 総 額 は ３ ０ 億 ９ ， ６ ３ ２ 万 ４ 千

円 と し 、 前 年 度 に 比 べ ２ １ 億 １ ,９ １ １ 万 ９ 千 円 、  

２ １ ６ ． ９ ％ の 増 と な っ て お り ま す 。  

 次 に 、 議 案 第 ２ 号  令 和 ２ 年 度 水 道 事 業 会 計 予 算 に つ

き ま し て は 、 収 益 的 支 出 と 資 本 的 支 出 の 予 算 額 の 合 計 額

を ６ 億 ６ ６ ８ 万 ７ 千 円 と し 、 前 年 度 に 比 べ ４ ４ ０ 万 ９ 千

円 、 ０ ． ７ ％ の 減 と す る も の で あ り ま す 。  

こ れ ら ２ つ の 会 計 の 総 額 は 、 ３ ７ 億 ３ ０ １ 万 １ 千 円 と

な っ た と こ ろ で あ り ま す 。  

次 に 、 議 案 第 ３ 号 に つ き ま し て は 、 本 組 合 規 約 に 基 づ

き 事 業 に 要 す る 経 費 の 分 担 基 準 を 定 め る も の で あ り ま  

す 。  

 次 に 、 新 年 度 予 算 関 係 以 外 の 議 案 に つ い て 申 し 上 げ ま

す 。  

 議 案 第 ４ 号 及 び 第 ５ 号 に つ き ま し て は 、 令 和 元 年 度 一
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般 会 計 及 び 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 で あ り 、 継 続 費 の 補 正

や 明 許 繰 越 し 、 ４ 月 当 初 か ら 実 施 が 必 要 な 施 設 の 保 守 管

理 業 務 委 託 等 に 係 る 債 務 負 担 行 為 を 設 定 す る も の で あ り

ま す 。  

 次 に 、 議 案 第 ６ 号 に つ き ま し て は 、 地 方 公 務 員 法 及 び 地

方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い 、 会 計 年 度 任

用 職 員 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る た め 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組

合 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 を 制

定 す る も の で あ り ま す 。  

 次 に 、 議 案 第 ７ 号 に つ き ま し て は 、 法 令 に 基 づ き 、 長 期

継 続 契 約 を 締 結 す る こ と が で き る 契 約 の 範 囲 を 定 め る 条 例

を 制 定 す る も の で あ り ま す 。  

 次 に 、 議 案 第 ８ 号 に つ き ま し て は 、 地 方 公 務 員 法 及 び 地

方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い 、 砺 波 広 域 圏

事 務 組 合 定 数 条 例 ほ か ９ 条 例 に つ い て 、 一 括 改 正 を 行 う も

の で あ り ま す 。  

 次 に 、 報 告 第 １ 号 に つ き ま し て は 、 人 事 院 勧 告 に 基 づ く

給 与 等 改 定 を 構 成 市 に 準 じ て 実 施 す る た め 行 っ た 砺 波 広 域

圏 事 務 組 合 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て の

専 決 処 分 に 関 す る も の で あ り ま す 。  

 以 上 を も ち ま し て 、 本 日 提 出 い た し ま し た 議 案 等 の 説 明

と い た し ま す 。  

 何 と ぞ 、 ご 審 議 の う え 、 可 決 又 は 承 認 を い た だ き ま す よ

う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  次 に 、 日 程 第 ４  一 般 質 問 及 び 上 程 全 議

案 に 対 す る 質 疑 に 入 り ま す 。  
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 通 告 に よ り 発 言 を 許 可 し ま す 。  

  ８ 番  向 川  静 孝  君 。  

  〔 ８ 番  向 川  静 孝  君  登 壇 〕  

○ 議 員 （ 向 川 君 ）  通 告 書 に 基 づ き 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 令

和 ２ 年 ２ 月 定 例 会 に あ た り 、 一 般 質 問 を さ せ て い た だ き ま

す 。  

ま ず 初 め に 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み の 防 災 体 制 に つ い

て お 尋 ね い た し ま す 。  

昨 年 ９ 月 ・ １ ０ 月 の 台 風 １ ５ 号 ・ １ ９ 号 で は 、 人 的 ・ 物

的 に 甚 大 な 災 害 が 発 生 し ま し た 。 特 に 台 風 １ ９ 号 及 び 台 風

が 起 因 す る 豪 雨 に よ る 被 害 は 岩 手 県 ・ 宮 城 県 ・ 福 島 県 ・ 茨

城 県 ・ 栃 木 県 ・ 千 葉 県 ・ 神 奈 川 県 ・ 長 野 県 な ど 広 範 囲 に 及

び 、 阿 武 隈 川 や 千 曲 川 の 堤 防 が 決 壊 す る な ど 河 川 の 氾 濫 、

決 壊 が 相 次 ぎ 、 死 者 ・ 行 方 不 明 者 合 わ せ て １ ０ ０ 名 を 超 す

尊 い 人 命 が 奪 わ れ ま し た 。  

住 宅 の 被 害 に お い て も 、 全 壊 が ３ ,０ ０ ０ 棟 、 半 壊 や 床

上 ・ 床 下 浸 水 を 合 わ せ て ８ ０ ,０ ０ ０ 棟 以 上 が 被 災 す る 大  

災 害 と な っ た こ と は 記 憶 に 新 し い と こ ろ で す 。  

災 害 直 後 の １ ０ 月 ２ ８ 日 に 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 の 行

政 視 察 で 長 野 県 飯 山 市 を 訪 れ た 際 、 千 曲 川 決 壊 に よ る 浸 水

被 害 の 現 状 や 、 北 陸 新 幹 線 長 野 車 両 セ ン タ ー の 留 置 車 両 浸

水 状 況 を 目 の あ た り に し て 、 そ の 脅 威 を 改 め て 再 認 識 し た

と こ ろ で す 。  

地 球 温 暖 化 の 影 響 で し ょ う か 、 近 年 の 激 甚 化 す る 水 害 や

土 砂 災 害 な ど が 頻 繁 に 発 生 し て お り 、 異 常 気 象 に よ る 災 害

は 、 い つ ど こ で 起 き て も 不 思 議 で は な い 状 況 に な っ た と 感

じ て い ま す 。  
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こ の よ う な 現 状 を 踏 ま え て 、 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 に 改 正 さ れ

た 「 水 防 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 」 施 行 に 伴 い 、 想 定 し 得

る 最 大 規 模 の 降 雨 に よ り 河 川 が 氾 濫 し た 場 合 に 浸 水 が 想 定

さ れ る 区 域 （ 一 般 的 に は 、 １ ,０ ０ ０ 年 以 上 に １ 回 の 確 立 規

模 の 降 雨 に よ る 氾 濫 が 予 測 さ れ る 区 域 ） と も 言 わ れ て い る

「 洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 」 （ ハ ザ ー ド マ ッ プ ） が 示 さ れ ま し

た 。  

こ の 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に 基 づ き 、 水 害 の 恐 れ が あ る と

き は 市 か ら 避 難 準 備 ・ 避 難 勧 告 ・ 避 難 指 示 が 発 表 さ れ 、 速

や か に 避 難 し な け れ ば な ら な い こ と に な っ て い ま す 。  

こ れ ら の 状 況 を 踏 ま え て 、 次 の 事 項 に つ い て 質 問 さ せ て

い た だ き ま す 。  

水 防 法 改 正 に よ る 洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 （ ハ ザ ー ド マ ッ

プ ） に よ る と 、 砺 波 市 太 田 の 庄 川 に 隣 接 し て い る ク リ ー ン

セ ン タ ー と な み は 、 市 が 指 定 し て い る 「 早 期 の 立 退 き 避 難

が 必 要 な 区 域 」 に 位 置 し て い る と 認 識 し て い ま す が 、 当 施

設 に お け る 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ る 浸 水 想 定 状 況 と 浸 水

で 予 測 さ れ る 被 害 及 び 被 災 時 の 対 応 に つ い て お 伺 い い た し

ま す 。  

ゴ ミ 処 理 施 設 は 電 気 ・ 水 道 ・ ガ ス や 交 通 ・ 通 信 な ど と と

も に 、 市 民 生 活 を 支 え る 基 盤 と な る 重 要 な 施 設 で あ り ま す 。

こ の 施 設 が 水 害 な ど の 災 害 で 被 災 し た と き 、 社 会 的 に 深 刻

な 影 響 を 及 ぼ す こ と か ら 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み の 洪 水

や 地 震 等 の 自 然 災 害 に 対 す る 施 設 の 安 全 対 策 や 減 災 対 策 及

び 、 災 害 時 の 危 機 管 理 対 応 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。  

次 に 、 水 道 事 業 の 防 災 体 制 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。  

ラ イ フ ラ イ ン と し て 最 も 重 要 な 日 々 の 生 活 に な く て は な
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ら な い 、 命 を つ な ぐ 水 の 確 保 は 中 で も 最 重 要 課 題 で あ り ま

す 。 昨 年 ９ 月 ７ 日 か ら ９ 日 の 台 風 １ ５ 号 で は 、 伊 豆 半 島 や

関 東 地 方 南 部 を 中 心 に 猛 烈 な 強 風 が 吹 き 荒 れ 、 千 葉 市 で 最

大 風 速 ３ ５ ． ９ メ ー ト ル 、 最 大 瞬 間 風 速 ５ ７ ． ５ メ ー ト ル

を 観 測 す る な ど 、 多 く の 地 点 で 観 測 史 上 １ 位 の 最 大 風 速 や

最 大 瞬 間 風 速 を 観 測 す る 記 録 的 な 暴 風 と な り ま し た 。 特 に

停 電 に よ る 断 水 が 各 所 で 発 生 し 、 千 葉 県 に お い て は 約 １ か

月 間 近 く も 断 水 状 態 が 続 き 、 市 民 生 活 や 地 域 経 済 に 多 大 な

不 便 と 損 害 が 発 生 し た と 報 じ ら れ て い ま し た 。  

飲 み 水 は も ち ろ ん の こ と 、 ト イ レ 及 び 生 活 水 と し て 一 時

も 欠 か す こ と が で き な い 水 道 水 の 重 要 性 を 鑑 み た 時 、 災 害

時 の 浄 水 場 の 安 全 性 に つ い て 、 改 め て 対 応 を 確 認 さ せ て い

た だ き ま す 。  

松 島 浄 水 場 が 災 害 発 生 等 で 電 源 が 遮 断 し た 場 合 及 び 水 道

事 業 所 が 管 理 す る 主 要 管 路 の 破 断 等 の 事 故 に お け る 緊 急 対

応 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。  

ま た 、 災 害 に 強 い 浄 水 場 で な け れ ば な ら な い と の 見 地 か

ら 、 松 島 浄 水 場 及 び 管 路 の 耐 震 化 の 現 状 と 、 今 後 の 更 新 計

画 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。  

次 に 、 一 般 廃 棄 物 (ご み )処 理 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。  

砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 で は 、 ２ ０ １ ４ 年 か ら ２ ０ ２ ８ 年 度

の １ ５ 年 間 を 計 画 期 間 と し た 「 一 般 廃 棄 物 （ ご み ） 処 理 基

本 計 画 」 を 策 定 し 、 ご み を 円 滑 か つ 適 正 に 処 理 す る た め の

施 策 の 方 向 性 を 示 し 、 ご み 処 理 ・ 処 分 事 業 に 係 る 運 営 維 持

管 理 を 行 っ て い ま す 。  

基 本 計 画 で は 、 長 期 的 か つ 総 合 的 観 点 か ら 、 一 般 廃 棄 物

の 発 生 抑 制 や 一 般 廃 棄 物 の 発 生 か ら 最 終 処 分 に 至 る ま で の
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適 正 な 処 理 を 推 進 す る た め に 必 要 な 基 本 事 項 を 定 め 、 持 続

可 能 な 循 環 型 社 会 の 構 築 を 推 し 進 め る た め の 廃 棄 物 の 「 減

量 化 目 標 、 資 源 化 目 標 、 最 終 処 分 削 減 目 標 」 を 設 定 し て 、

目 標 達 成 に 向 け て 積 極 的 な 取 り 組 み が 行 わ れ て い る と 認 識

し て い ま す 。  

事 業 の 遂 行 に 当 た っ て は 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 問 題 意

識 を 共 有 し 、 三 社 一 体 と な る 共 同 体 制 で 取 り 組 め る か が 計

画 達 成 の カ ギ だ と 認 識 し て い ま す 。  

計 画 目 標 の 達 成 に 向 け た 施 策 と し て 基 本 方 針 に 基 づ く

「 施 策 大 綱 」 に 次 の 方 針 が 定 め ら れ て い ま す 。  

１ つ 目 に 、 発 生 源 か ら は じ め る ご み 減 量 の 推 進 、 ２ つ 目

に 、 多 様 な リ サ イ ク ル の 輪 に よ る 資 源 の 循 環 的 利 用 の 推 進 、

３ つ 目 に 、 環 境 へ の 負 荷 が 小 さ い 安 全 で 安 定 し た 適 正 処 分

の 推 進 、 ４ つ 目 に 、 計 画 の 達 成 に 向 け た 体 制 整 備 が 基 本 方

針 と し て 明 記 さ れ て い ま す 。 こ の 方 針 の 実 現 に 当 た っ て は 、

ご み の 発 生 回 避 （ リ フ ュ ー ズ ） や 発 生 抑 制 （ リ デ ュ ー ス ）

及 び 再 使 用 （ リ ユ ー ス ） や 分 別 ・ 再 生 利 用 （ リ サ イ ク ル ）

の 推 進 と 適 正 処 理 ・ 処 分 の 徹 底 な ど に お い て 、 市 民 や 事 業

者 が 果 た す 役 割 を 理 解 し 、 ど れ だ け 多 く の 協 力 が い た だ け

る か が 、 基 本 計 画 の 数 値 目 標 達 成 に 大 き く 左 右 し ま す 。  

ご み 処 理 基 本 計 画 は 、 国 の 指 針 に 基 づ い て 概 ね ５ 年 ご と

に 改 正 す る ほ か 、 社 会 や 法 制 度 の 動 向 な ど 、 計 画 の 前 提 と

な る 諸 条 件 に 変 動 が あ っ た 場 合 に 見 直 し を 行 う こ と に な っ

て い ま す 。  

計 画 開 始 か ら ２ ０ １ ９ 年 度 で ６ 年 を 経 過 し た 現 時 点 に お

い て 、 計 画 目 標 や 各 種 事 業 ・ 施 策 の 進 捗 を 検 証 し て 見 直  

し 、 で き る も の か ら 速 や か に 修 正 し 取 り 組 む こ と が 、 よ り
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良 い 結 果 に つ な が る と の 思 い か ら 、 一 般 廃 棄 物 （ ご み ） 処

理 基 本 計 画 の 各 目 標 に 対 す る 進 捗 状 況 と 事 業 実 績 評 価 及 び

見 直 し に よ る 実 施 計 画 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。  

次 に 、 最 終 処 分 場 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。  

昨 年 ８ 月 の 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 定 例 会 に お い て 、 夏

野 管 理 者 よ り 蔵 原 最 終 処 分 場 に お い て は 覆 土 工 事 を 発 注  

し 、 処 分 場 の 廃 止 に 向 け て 鋭 意 工 事 を 進 め て い る と の 報 告

が あ り ま し た が 、 南 砺 市 蔵 原 最 終 処 分 場 の 廃 止 に か か る 今

後 の 作 業 計 画 と 費 用 に つ い て 確 認 さ せ て い た だ き ま す 。  

ま た 、 砺 波 市 徳 万 に あ り ま す ク リ ー ン セ ン タ ー と な み 一

般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 受 け 入 れ 可 能 予 測 期 間 及 び 焼 却 灰 の

民 間 処 理 委 託 に よ る 最 終 処 分 場 の 延 命 効 果 に つ い て 伺 い ま

す 。  

ま た 、 最 終 処 分 場 施 設 は 燃 え る ご み 処 理 施 設 と と も に １

日 も 待 て な い 重 要 施 設 で あ り 、 新 た に 受 け 入 れ す る 最 終 処

分 場 が 間 に 合 う の か 懸 念 を し て い る こ と か ら 、 次 期 最 終 処

分 場 の 進 捗 状 況 及 び 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 最 後 に お

伺 い し 質 問 を 終 わ り ま す 。  

 

〇 議 長 （ 片 岸 君 ） 答 弁 を 求 め ま す 。  

  管 理 者  夏 野  修  君 。  

  〔 管 理 者  夏 野  修  君  登 壇 〕  

〇 管 理 者 （ 夏 野 君 ）  向 川 議 員 の ご 質 問 に お 答 え い た し ま  

す 。  

私 か ら は 、 ３ 項 目 め の ３ 点 目 、 次 期 最 終 処 分 場 の 進 捗 状

況 と 今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て の ご 質 問 に お 答 え い た し

ま す 。  
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次 期 最 終 処 分 場 の 進 捗 状 況 に つ き ま し て は 、 最 終 処 分 場

の 候 補 地 に つ い て 、 砺 波 広 域 圏 管 内 の 中 か ら 、 １ 次 選 定 と

し て 、 土 地 利 用 の 法 的 規 制 、 自 然 環 境 保 全 面 、 防 災 面 か ら

候 補 地 を 抽 出 し 、 ２ 次 選 定 と し て 、 法 的 制 約 条 件 や 周 辺 条

件 、 ア ク セ ス 性 、 用 地 取 得 性 な ど の 観 点 か ら 複 数 か 所 の 候

補 地 を 選 定 し 、 構 成 市 と も 協 議 し な が ら 、 施 工 性 、 防 災  

面 、 ま た 、 環 境 面 、 施 設 の 維 持 管 理 面 、 周 辺 環 境 の 影 響 、

工 事 費 や 維 持 管 理 費 な ど の 経 済 性 な ど も 詳 細 に 比 較 検 討 し 、

１ か 所 に 候 補 地 を 絞 り 込 ん だ と こ ろ で あ り ま す 。  

現 在 、 候 補 地 の 地 元 に 出 向 い て 、 最 終 処 分 場 の 計 画 を 説

明 し 、 類 似 施 設 の 見 学 を 行 う な ど 、 地 域 の 皆 さ ん に 最 終 処

分 場 に 対 す る 理 解 を 深 め て い た だ い て い る と こ ろ で あ り ま

す 。  

地 域 の 皆 さ ん に は 、 前 向 き に 検 討 し て い た だ い て お り 、

早 期 に 候 補 地 を 決 定 で き る よ う 、 努 め て い る と こ ろ で あ り

あ り ま す 。  

今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル と し て は 、 地 域 の 皆 さ ん の ご 理 解 が

得 ら れ れ ば 、 新 年 度 に 、 地 質 調 査 や 最 終 処 分 場 の 基 本 計 画

の 策 定 に 着 手 し て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

基 本 計 画 を 策 定 す る 中 で 、 最 終 処 分 場 の 計 画 埋 立 容 量 や

施 設 形 式 な ど の 検 討 を 行 い ま す と と も に 、 地 質 調 査 な ど を

踏 ま え て 、 建 設 地 を 決 定 す る こ と に し て お り ま す 。  

そ の 後 、 生 活 環 境 影 響 調 査 を 実 施 し 、 基 本 設 計 や 実 施 設

計 を 行 い 、 建 設 工 事 を 取 り か か る 予 定 で あ り ま す 。  

新 最 終 処 分 場 に つ き ま し て は 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み

の 最 終 処 分 場 の 埋 立 て が 完 了 す る 令 和 ８ 年 頃 ま で に 完 成 さ

せ 、 埋 立 て を 開 始 で き る よ う に 進 め て ま い り た い と 考 え て
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お り ま す 。  

私 か ら の 答 弁 は 以 上 で ご ざ い ま す 。 そ の 他 の 質 問 に つ き

ま し て は 、 事 務 局 長 、 担 当 所 長 か ら 、 お 答 え い た し ま す 。  

 

〇 議 長 （ 片 岸 君 ） 答 弁 を 求 め ま す 。  

事 務 局 長  田 嶋  和 樹  君 。  

〔 事 務 局 長  田 嶋  和 樹  君  登 壇 〕  

〇 事 務 局 長 （ 田 嶋 君 ）  向 川 議 員 の ご 質 問 に お 答 え い た し ま

す 。  

ま ず 、 １ 項 目 め の １ 点 目 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み の 防 災

体 制 に つ い て の ご 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ る 浸 水 想 定 状 況 と 浸 水 で 予 測 さ

れ る 被 害 及 び 被 災 時 の 対 応 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 ク リ

ー ン セ ン タ ー と な み 周 辺 の 浸 水 想 定 は 、 昨 年 ３ 月 に 見 直 さ

れ た 砺 波 市 の 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ り ま す と 、 浸 水 想 定

深 さ が 、 従 来 の 「 ０ .５ メ ー ト ル か ら １ メ ー ト ル 」 か ら 、

「 ０ .５ メ ー ト ル か ら ３ メ ー ト ル 」 と さ れ て お り ま す 。  

ま た 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み は １ メ ー ト ル 以 上 の 浸 水

な ど を も た ら す よ う な 氾 濫 が 発 生 す る お そ れ が あ る 「 早 期

に 立 退 き 避 難 が 必 要 な 区 域 」 に あ り ま す 。  

次 に 、 浸 水 で 予 測 さ れ る 被 害 に つ き ま し て は 、 浸 水 で 想

定 さ れ る 深 さ に な る と 、 焼 却 炉 の 一 部 や ご み ピ ッ ト が 浸 水

す る 恐 れ が あ り ま す が 、 重 要 設 備 で あ る 中 央 制 御 室 や 電 気

室 は 、 最 大 浸 水 想 定 深 さ と さ れ る ３ メ ー ト ル よ り も 高 い 管

理 棟 の ２ 階 に あ る た め 、 浸 水 し な い と 予 測 し て お り 、 長 期

間 の 稼 働 停 止 は 避 け ら れ る も の と 考 え て お り ま す 。  

ま た 、 被 災 時 の 対 応 と い た し ま し て は 、 ク リ ー ン セ ン タ
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ー と な み が 、 洪 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 「 早 期 に 立 退 き 避 難 が

必 要 な 区 域 」 に あ る こ と か ら 、 周 辺 地 区 に 警 戒 レ ベ ル ３

（ 避 難 準 備 情 報 ） が 、 発 令 さ れ た 段 階 で 、 焼 却 炉 の 停 止 の

準 備 を 行 い 、 警 戒 レ ベ ル ４ （ 避 難 勧 告 ） が 出 さ れ れ ば 、 速

や か に 避 難 す る こ と に し て お り ま す 。  

ま た 、 地 震 の 際 も 、 速 や か に 施 設 を 点 検 し 、 施 設 の 安 全

性 を 確 認 す る こ と に し て お り ま す 。  

次 に 、 ２ 点 目 の 洪 水 や 地 震 等 の 自 然 災 害 に 対 す る 施 設 の

安 全 性 や 減 災 対 策 及 び 災 害 時 の 危 機 管 理 対 応 に つ い て お 答

え い た し ま す 。  

ま ず 、 浸 水 対 策 で は 、 建 物 全 体 を 嵩 上 げ す る こ と は 現 状

で は 不 可 能 な た め 、 予 想 さ れ る 被 害 を 最 小 限 に と ど め る た

め 、 建 物 の 開 口 部 を 防 水 仕 様 に す る こ と や 浸 水 が 想 定 さ れ

る 地 下 部 分 に 非 常 用 排 水 ポ ン プ を 新 設 し た り 、 運 転 維 持 に

重 要 な 機 器 の 予 備 品 を 常 備 す る な ど 、 施 設 の 浸 水 対 策 に つ

い て 検 討 し て ま い り ま す 。  

地 震 対 策 で は 、 平 成 ３ 年 に 完 成 し た ご み 焼 却 施 設 の 建 物

は 耐 震 基 準 を 満 た し て お り 、 今 回 の 基 幹 的 設 備 改 良 工 事  

で 、 改 修 す る 設 備 の 据 付 け に つ い て も 、 耐 震 基 準 を 満 た す

よ う に 設 計 し て お り ま す 。  

ま た 、 停 電 時 に 安 全 に 焼 却 炉 を 停 止 で き る よ う に 今 回 の

基 幹 的 設 備 改 良 工 事 に お い て 、 新 た に 非 常 用 電 源 設 備 を 設

置 す る 計 画 に し て お り ま す 。  

今 後 は 、 災 害 時 の 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル を 整 備 す る と と も

に 、 災 害 時 に 施 設 が 早 期 に 稼 働 で き る よ う 、 Ｂ Ｃ Ｐ （ 事 業

継 続 計 画 ） を 策 定 し て ま い り ま す 。  

ま た 、 施 設 の 復 旧 に 時 間 を 要 す る 場 合 も 考 え ら れ ま す の
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で 、 他 の 自 治 体 や 民 間 廃 棄 物 処 理 事 業 者 な ど と の 連 携 に つ

い て も 今 後 検 討 し て ま い り ま す 。  

次 に ２ 項 目 め の 一 般 廃 棄 物 （ ご み ） 処 理 に つ い て の ご 質

問 に お 答 え い た し ま す 。  

議 員 が 述 べ ら れ ま し た と お り 、 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 に 一 般 廃

棄 物 （ ご み ） 処 理 基 本 計 画 を 策 定 し 、 国 及 び 県 の 目 標 に 合

わ せ て 、 令 和 ２ 年 度 の 中 間 目 標 年 度 及 び 令 和 １ ０ 年 度 の 目

標 年 度 の 減 量 化 目 標 、 資 源 化 目 標 、 最 終 処 分 量 の 削 減 目 標

を 定 め て お り ま す 。  

ま ず 、 一 般 廃 棄 物 の 年 間 排 出 量 の 減 量 化 目 標 に つ き ま し

て は 、 中 間 目 標 年 度 の 令 和 ２ 年 度 の 目 標 排 出 量 を 国 、 県 の

基 準 年 度 で あ り ま す 平 成 １ ９ 年 度 の 間 排 出 量 ３ ０ ， ２ ２ ０

ト ン の １ ０ ％ 減 の ２ ７ ， ２ ０ ０ ト ン に 設 定 し て お り ま す  

が 、 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 の 総 排 出 量 は ２ ７ ， ３ ５ ６ ト ン で 、

削 減 率 は ９ .５ ％ と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 再 生 利 用 率 を 示 す 、 資 源 化 目 標 に つ き ま し て は 、

令 和 ２ 年 度 の 再 生 利 用 率 の 目 標 を 総 排 出 量 の ２ ０ ％ の ５ ，

４ ０ ０ ト ン に 設 定 し て お り ま す が 、 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 で は

３ ， ９ １ ７ ト ン で 、 再 生 利 用 率 は 約 １ ４ ％ と な っ て お り ま

す 。  

次 に 、 最 終 処 分 量 の 削 減 目 標 に つ き ま し て は 、 平 成 １ ９

年 度 の 最 終 処 分 量 ３ ， ５ ２ ９ ト ン を 基 準 と し た 、 令 和 ２ 年

度 の 最 終 処 分 量 の 目 標 は 、 １ ７ ％ 減 の ２ ， ９ ０ ０ ト ン と し

て お り ま す が 、 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 で は ３ ， ２ ４ ６ ト ン と 、

約 ８ ％ 減 に と ど ま っ て お り ま す 。  

ご み の 減 量 化 は 順 調 に 推 移 し て お り 、 減 量 化 目 標 は 達 成

で き る も の と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 資 源 化 目 標 に つ き ま
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し て は 、 新 聞 や 雑 誌 な ど の 資 源 の 回 収 団 体 の 回 収 量 の 減 少

や 民 間 業 者 に よ る 回 収 量 が 増 加 し た こ と が 目 標 を 下 回 る 要

因 で あ る と 考 え て お り ま す 。  

最 終 処 分 量 の 削 減 目 標 に つ き ま し て は 、 ご み の 全 体 量 が

減 少 し た に も か か わ ら ず 、 粗 大 ご み の 割 合 が 高 く な っ て お

り ま す こ と か ら 、 令 和 ２ 年 度 ま で に 中 間 目 標 を 達 成 す る こ

と は 、 難 し い と 考 え て お り ま す 。  

こ の よ う な こ と か ら 、 減 量 化 目 標 に つ き ま し て は 構 成 市

の 分 別 回 収 の 拡 大 な ど に よ り 、 ほ ぼ 目 標 と す る 削 減 の 成 果

が あ っ た も の と 評 価 し て お り ま す が 、 資 源 化 目 標 や 最 終 処

分 量 の 削 減 目 標 に つ き ま し て は 、 削 減 の 傾 向 に あ る も の の 、

令 和 ２ 年 度 に 中 間 目 標 を 達 成 す る こ と は 相 当 厳 し い も の と

考 え て お り ま す 。 引 き 続 き 、 構 成 市 と 協 議 し な が ら 、 広 報

や ホ ー ム ペ ー ジ な ど を 通 じ て 、 住 民 や 事 業 所 へ の 啓 発 を 進

め て ま い り ま す 。  

ま た 、 今 後 は 、 令 和 ２ 年 度 の 中 間 目 標 に 対 す る 達 成 見 通

し や 達 成 が 難 し い 指 標 の 課 題 な ど を 調 査 し た 上 で 、 令 和 ３

年 度 か ら 令 和 １ ０ 年 度 ま で の 後 期 計 画 の 見 直 し に つ い て 検

討 し て ま い り ま す 。  

次 に 、 ３ 項 目 め の 最 終 処 分 場 に つ い て の う ち 、 １ 点 目 の

蔵 原 最 終 処 分 場 の 廃 止 に か か る 今 後 の 作 業 計 画 と 費 用 に つ

い て の ご 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

蔵 原 最 終 処 分 場 の 廃 止 に 向 け た 覆 土 工 事 に つ き ま し て  

は 、 本 年 １ 月 に 工 事 を 完 了 し て お り ま す 。 今 後 は ２ 年 間 に

わ た り 水 質 検 査 等 の モ ニ タ リ ン グ を 行 っ て ま い り ま す 。  

モ ニ タ リ ン グ の 内 容 と い た し ま し て は 、 臭 気 の 測 定 や 浸

透 水 及 び 地 下 水 の 水 質 の 測 定 な ど を 行 う も の で 、 ２ 年 以  
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上 、 基 準 に 適 合 し て い れ ば 、 県 に 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の

廃 止 の 確 認 申 請 を 行 い 、 審 査 後 廃 止 と な り ま す 。  

蔵 原 最 終 処 分 場 の 廃 止 に 係 る 費 用 に つ き ま し て は 、 新 年

度 予 算 に モ ニ タ リ ン グ 費 用 と し て 、 ３ ２ ２ 万 ６ 千 円 を 計 上

し て お り 、 令 和 ３ 年 度 も 同 額 程 度 を 予 定 し て お り ま す 。  

次 に 、 ２ 点 目 の ク リ ー ン セ ン タ ー と な み 一 般 廃 棄 物 最 終

処 分 場 の 受 け 入 れ 可 能 予 測 期 間 及 び 焼 却 灰 の 民 間 処 理 委 託

に よ る 最 終 処 分 場 の 延 命 効 果 に つ い て の ご 質 問 に お 答 え い

た し ま す 。  

ま ず 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の

受 け 入 れ 可 能 予 測 期 間 で あ り ま す が 、 砺 波 市 徳 万 に あ り ま

す ク リ ー ン セ ン タ ー と な み 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 は 、 平 成

１ ３ 年 に ５ ７ ， ０ ０ ０ 立 方 メ ー ト ル の 容 量 を 持 つ 管 理 型 最

終 処 分 場 と し て 建 設 し た も の で あ り ま す 。  

当 初 計 画 で は 、 平 成 ２ ８ 年 に 埋 立 完 了 と な る 予 定 で あ り

ま し た が 、 リ サ イ ク ル な ど の 推 進 に よ り 、 最 終 処 分 場 の 延

命 化 を 図 っ て き た と こ ろ で あ り 、 こ の ま ま の 埋 立 状 況 で い

き ま す と 、 令 和 ５ 年 頃 に 埋 立 が 完 了 す る 見 込 み で ご ざ い ま

す 。  

次 に 、 焼 却 灰 の 民 間 処 理 委 託 に よ る 最 終 処 分 場 の 延 命 効

果 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 焼 却 灰 の 半 分 程 度 を

民 間 事 業 者 に 処 理 委 託 し て お り 、 今 年 度 末 に は 、 最 終 処 分

場 の 埋 立 可 能 容 量 の ８ ０ ％ が 埋 め 立 て ら れ る こ と に な り ま

す 。  

新 年 度 は 、 基 幹 的 設 備 改 良 工 事 に 伴 い 、 ご み 焼 却 能 力  

が 、 半 減 す る こ と か ら 、 焼 却 灰 の 民 間 委 託 は 行 い ま せ ん が 、

令 和 ３ 年 度 か ら 焼 却 灰 の 全 量 を 民 間 事 業 者 に 処 理 委 託 す れ
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ば 、 費 用 は か か り ま す が 、 令 和 ８ 年 頃 ま で 埋 立 期 間 を 延 ば

す こ と が 可 能 と 考 え て お り 、 次 期 最 終 処 分 場 の 共 用 開 始 ま

で 延 命 化 が 図 ら れ る も の と 考 え て お り ま す 。  

私 か ら は 、 以 上 で ご ざ い ま す 。  

 

〇 議 長 （ 片 岸 君 ） 答 弁 を 求 め ま す 。  

水 道 事 業 所 長  梅 原  学  君 。  

〔 水 道 事 業 所 長  梅 原  学  君  登 壇 〕  

〇 水 道 事 業 所 長 （ 梅 原 君 ）  向 川 議 員 の １ 項 目 め の 防 災 体 制

に つ い て の う ち 、 ２ 点 目 の 水 道 事 業 の １ つ 目 、 松 島 浄 水 場

で 災 害 発 生 等 に よ り 電 源 が 遮 断 し た 場 合 及 び 主 要 管 路 の 破

断 等 の 事 故 に お け る 緊 急 対 応 に つ い て の ご 質 問 に お 答 え い

た し ま す 。  

ま ず 、 松 島 浄 水 場 が 、 災 害 発 生 等 で 電 源 が 遮 断 し た 場 合

に つ き ま し て は 、 自 家 用 の 非 常 用 発 電 設 備 に て 迅 速 に 対 応

い た し ま す 。  

な お 、 備 蓄 燃 料 に よ り 、 最 低 で も １ ０ 時 間 の 運 転 が 可 能

で あ り 、 万 一 の 災 害 発 生 時 に も 十 分 に 対 応 で き る も の で あ

り ま す 。  

今 後 と も 、 そ の 他 の 設 備 も 含 め 、 適 切 な 点 検 等 を 行 い 、

災 害 時 に 備 え て ま い り ま す 。  

次 に 、 水 道 事 業 所 が 管 理 す る 主 要 管 路 の 破 断 等 の 事 故 に

お け る 緊 急 対 応 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年 ２ 月 に 締 結 し

た 協 定 に 基 づ き 、 砺 波 管 工 事 業 協 同 組 合 及 び 南 砺 市 管 工 事

業 協 同 組 合 に 対 し て 、 速 や か な 応 急 活 動 を 要 請 し 、 早 期 復

旧 に 努 め て ま い り ま す 。  

次 に 、 ２ つ 目 の 松 島 浄 水 場 及 び 管 路 の 耐 震 化 の 現 状 と 今
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後 の 更 新 計 画 に つ い て の ご 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

ま ず 、 松 島 浄 水 場 の 耐 震 化 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年

３ 月 に 半 系 列 で あ る 日 量 ２ ５ ， ０ ０ ０ 立 方 メ ー ト ル の 耐 震

化 施 設 が 、 完 成 し た と こ ろ で あ り ま す 。  

ま た 、 残 り の 半 系 列 の 施 設 の 耐 震 化 に つ き ま し て は 、 平

成 ２ ３ 年 度 に 策 定 し ま し た 浄 水 場 再 構 築 基 本 構 想 に 基 づ き 、

将 来 人 口 や 水 需 要 な ど も 考 慮 し た 上 で 、 令 和 １ ０ 年 度 頃 か

ら 検 討 を 開 始 す る 予 定 と し て お り ま す 。  

次 に 、 管 路 の 耐 震 化 に つ き ま し て は 、 総 延 長 ３ ０ キ ロ メ

ー ト ル の 内 、 原 水 を 取 り 入 れ る 導 水 管 に つ い て は 、 ２ ． ７

キ ロ メ ー ト ル が 耐 震 性 の あ る 鋼 管 で あ り 、 ま た 、 構 成 市 へ

水 道 水 を 供 給 す る 送 水 管 の 耐 震 化 の 管 路 延 長 ０ ． ２ キ ロ メ

ー ト ル と 合 わ せ て 、 耐 震 管 の 割 合 は ９ ． ６ ％ と な っ て お り

ま す 。  

な お 、 導 水 管 の ２ ． ７ キ ロ メ ー ト ル に つ き ま し て は 、 ４

０ 年 の 耐 用 年 数 を 超 え て い る こ と か ら 、 今 後 の 耐 震 化 が 必

要 と な っ て お り ま す 。  

ま た 、 送 水 管 ２ ７ ． ３ キ ロ メ ー ト ル の 内 、 耐 震 化 の 管 路

延 長 は ０ ． ２ キ ロ メ ー ト ル で 、 耐 震 化 率 は ０ ． ７ ％ と な っ

て お り 、 残 り の ２ ７ ． １ キ ロ メ ー ト ル の 耐 震 化 が 今 後 必 要

と な っ て お り ま す 。  

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 昨 年 度 に 策 定 し ま し た 新 水 道

ビ ジ ョ ン の 管 路 更 新 計 画 に 基 づ き 、 令 和 ８ 年 度 か ら の 耐 震

化 工 事 に 向 け て 、 今 年 度 か ら 同 規 模 の 用 水 供 給 団 体 に 対 し

て 管 路 更 新 に 関 す る ア ン ケ ー ト 、 構 成 市 の 上 下 水 道 課 か ら

配 水 池 や 管 路 更 新 計 画 の 聞 き 取 り 調 査 、 及 び 現 地 調 査 等 を

実 施 し て お り ま す 。  
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今 後 、 そ れ ら の ア ン ケ ー ト や 聞 き 取 り 調 査 、 現 地 調 査 等

の 結 果 を 踏 ま え 、 水 道 事 業 所 内 で 十 分 に 協 議 、 検 討 を 行  

い 、 具 体 的 な 計 画 案 を 策 定 し て ま い り ま す 。  

そ の 上 で 、 で き る だ け 早 く 構 成 市 と 協 議 を 進 め 、 概 算 事

業 費 の 算 出 や 財 源 の 検 討 も 行 っ た 上 で 、 設 計 業 務 委 託 を 行

い 、 工 事 実 施 に つ な げ て ま い り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  以 上 で 、 通 告 に よ る 質 問 並 び に 質 疑 を 終

わ り ま す 。  

ほ か に 改 め て 質 疑 は ご ざ い ま せ ん か 。  

〔 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  質 疑 な し と 認 め ま す 。 こ れ を も ち ま し  

て 、 一 般 質 問 並 び に 上 程 全 議 案 に 対 す る 質 疑 を 終 了 い た し

ま し た 。  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  た だ い ま 議 題 と な っ て お り ま す 議 案 第 １

号 か ら 議 案 第 ８ 号 ま で 、 及 び 報 告 第 １ 号 に つ き ま し て は 、

お 手 元 に 配 付 し て あ り ま す 議 案 付 託 表 の と お り 、 総 務 常 任

委 員 会 に 付 託 を い た し ま す 。  

  こ の 際 、 委 員 会 審 査 の た め 、 暫 時 休 憩 い た し ま す 。  

 

午 後 ３ 時 １ ８ 分  休 憩  

 

午 後 ３ 時 ４ ０ 分  再 開  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ よ り 、 本 会 議 を 再 開 い た し ま す 。  

日 程 第 ５  総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 を 求 め ま す 。  

  総 務 常 任 委 員 長  山 本  善 郎  君 。  
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  〔 総 務 常 任 委 員 長  山 本  善 郎  君  登 壇 〕  

○ 総 務 常 任 委 員 長 （ 山 本 君 ）  総 務 常 任 委 員 会 の 審 査 結 果 と

そ の 概 要 に つ い て 、 ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

本 定 例 会 に お き ま し て 、 当 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案

を 審 査 す る た め 、 本 日 、 午 後 ３ 時 ２ ５ 分 か ら 夏 野 管 理 者 を

初 め 副 管 理 者 、 会 計 管 理 者 、 関 係 所 属 長 等 の 出 席 を 得 て 、

委 員 会 を 開 催 い た し ま し た 。  

  本 定 例 会 に お い て 、 総 務 常 任 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 案

件 は 、  

 議 案 第 １ 号  令 和 ２ 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 予 算  

議 案 第 ２ 号  令 和 ２ 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業 会 計

予 算  

議 案 第 ３ 号  令 和 ２ 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 事 業 に 要 す る

経 費 の 分 担 基 準 に つ い て  

議 案 第 ４ 号  令 和 元 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 補 正

予 算 （ 第 ３ 号 ）  

議 案 第 ５ 号  令 和 元 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 水 道 事 業 会 計

補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）  

議 案 第 ６ 号  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与

及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て  

議 案 第 ７ 号  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 長 期 継 続 契 約 に 関 す る 条

例 の 制 定 に つ い て  

議 案 第 ８ 号  地 方 公 務 員 法 及 び 地 方 自 治 法 の 一 部 を 改 正 す

る 法 律 の 施 行 に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る

条 例 の 制 定 に つ い て  

報 告 第 １ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て  

以 上 、 議 案 ８ 件 、 報 告 １ 件 で あ り ま す 。  
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当 局 か ら 議 案 の 詳 細 な 説 明 を 受 け 、 慎 重 に 審 査 い た し ま

し た 。  

そ の 結 果 、 付 託 案 件 に つ き ま し て は 、 そ れ ぞ れ 原 案 の と

お り 可 決 、 承 認 す る こ と に 決 し た の で あ り ま す 。  

な お 、 質 疑 、 意 見 等 に つ い て は 、 十 分 に ご 了 承 の こ と と

存 じ ま す の で 、 省 略 さ せ て い た だ き ま す 。  

以 上 、 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 と い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ よ り 、 総 務 常 任 委 員 長 報 告 に 対 す る

質 疑 に 入 り ま す 。 質 疑 は ご ざ い ま せ ん か 。  

〔 「 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  質 疑 な し と 認 め ま す 。  

こ れ を も ち ま し て 、 質 疑 を 終 わ り ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ よ り 討 論 に 入 り ま す 。  

討 論 の 通 告 は あ り ま せ ん の で 、 討 論 な し と 認 め ま す 。  

以 上 で 、 討 論 を 終 結 い た し ま す 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ よ り 採 決 に 移 り ま す 。  

  ま ず 、 議 案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ３ 号 ま で 、 令 和 ２ 年 度 砺 波

広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 予 算 外 ２ 件 を 採 決 い た し ま す 。  

  お 諮 り い た し ま す 。  

以 上 議 案 ３ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の と

お り 可 決 で あ り ま す 。 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に 賛

成 の 諸 君 の 起 立 を 求 め ま す 。  

〔 賛 成 者 起 立 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  起 立 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 議 案 第 １ 号
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か ら 議 案 第 ３ 号 ま で の 議 案 ３ 件 に つ い て は 、 原 案 の と お り 、

可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  続 き ま し て 、 議 案 第 ４ 号 か ら 議 案 第 ５ 号

ま で 、 令 和 元 年 度 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 ３ 号 ） 外 １ 件 を 採 決 い た し ま す 。  

  お 諮 り い た し ま す 。  

以 上 の 議 案 ２ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の

と お り 可 決 で あ り ま す 。 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に

賛 成 の 諸 君 の 起 立 を 求 め ま す 。  

〔 賛 成 者 起 立 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  起 立 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 議 案 第 ４ 号

か ら 議 案 第 ５ 号 ま で の 議 案 ２ 件 に つ い て は 、 原 案 の と お  

り 、 可 決 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  続 き ま し て 、 議 案 第 ６ 号 か ら 議 案 第 ８ 号

ま で 、 砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 及 び 費

用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 外 ２ 件 を 採 決 い た し ま

す 。  

お 諮 り い た し ま す 。  

以 上 の 議 案 ３ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の

と お り 可 決 で あ り ま す 。 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に

賛 成 の 諸 君 の 起 立 を 求 め ま す 。  

〔 賛 成 者 起 立 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  起 立 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 議 案 第 ６ 号

か ら 議 案 第 ８ 号 ま で の 議 案 ３ 件 に つ い て は 、 原 案 の と お  

り 、 可 決 さ れ ま し た 。  
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○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  続 き ま し て 、 報 告 第 １ 号  専 決 処 分 の 承

認 を 求 め る こ と に つ い て を 採 決 い た し ま す 。  

報 告 １ 件 に 対 す る 総 務 常 任 委 員 長 の 報 告 は 原 案 の と お り

承 認 で あ り ま す 。 委 員 長 報 告 の と お り 決 す る こ と に 賛 成 の

諸 君 の 起 立 を 求 め ま す 。  

〔 賛 成 者 起 立 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  起 立 全 員 で あ り ま す 。 よ っ て 報 告 第 １ 号

は 、 原 案 の と お り 、 承 認 さ れ ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  次 に 、 日 程 第 ６  閉 会 中 の 継 続 審 査 に つ

い て を 議 題 と い た し ま す 。  

  議 会 運 営 委 員 長 及 び 総 務 常 任 委 員 長 か ら 会 議 規 則 第 ６ ９

条 の 規 定 に よ り 、 お 手 元 に 配 付 い た し ま し た 閉 会 中 の 継 続

審 査 申 出 一 覧 表 の と お り 、 閉 会 中 の 継 続 審 査 の 申 し 出 が あ

り ま し た 。  

  お 諮 り い た し ま す 。  

議 会 運 営 委 員 長 及 び 総 務 常 任 委 員 長 か ら 申 し 出 の と お  

り 、 そ れ ぞ れ 調 査 が 終 了 す る ま で 、 こ れ を 閉 会 中 の 継 続 審

査 と す る こ と に ご 異 議 は ご ざ い ま せ ん か 。  

〔 「 異 議 な し 」 と 呼 ぶ 者 あ り 〕  

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  ご 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 会 運

営 委 員 長 及 び 総 務 常 任 委 員 長 の 申 し 出 の と お り 、 そ れ ぞ れ

調 査 が 終 了 す る ま で 、 こ れ を 閉 会 中 の 継 続 審 査 と す る こ と

に 決 し ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  以 上 で 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ ま し た 全 議
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案 を 議 了 い た し ま し た 。  

副 管 理 者 か ら ご あ い さ つ が あ り ま す 。  

  副 管 理 者  田 中  幹 夫  君 。  

  〔 副 管 理 者  田 中  幹 夫  君  登 壇 〕  

○ 副 管 理 者 （ 田 中 君 ）  砺 波 広 域 圏 事 務 組 合 議 会 ２ 月 定 例 会

の 閉 会 に 当 た り ま し て 、 一 言 ご あ い さ つ を 申 し 上 げ ま す 。  

今 定 例 会 に 提 出 い た し ま し た 令 和 ２ 年 度 予 算 を 初 め と す

る 諸 案 件 に つ き ま し て は 、 そ れ ぞ れ 可 決 ・ 承 認 を い た だ き 、

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

一 般 会 計 で は 約 ３ １ 億 円 、 水 道 事 業 会 計 を 合 わ せ ま す と

３ ７ 億 円 余 り と な り 、 例 年 の ３ 倍 の 予 算 規 模 と な り ま す が 、

ご み 処 理 や 水 道 水 の 供 給 は 、 生 活 に 欠 く こ と の で き な い 重

要 な 基 盤 で ご ざ い ま す の で 、 着 実 に 事 業 を 進 め て ま い り ま

す 。  

新 年 度 は 、 新 最 終 処 分 場 の 建 設 に 向 け て 調 査 に 着 手 す る

と と も に 、 ク リ ー ン セ ン タ ー と な み の 基 幹 的 設 備 改 良 事 業

が 山 場 を 迎 え ま す が 、 圏 域 住 民 の 安 全 ・ 安 心 の た め 、 各 事

業 の 円 滑 な 推 進 に 努 め て ま い る 所 存 で あ り ま す 。  

議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 ご 健 康 に ご 留 意 さ れ 、 砺 波

広 域 圏 発 展 の た め に 変 わ ら ぬ ご 指 導 を 心 か ら お 願 い 申 し 上

げ ま し て 、 閉 会 に 当 た っ て の あ い さ つ と さ せ て い た だ き ま

す 。  

本 日 は 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

○ 議 長 （ 片 岸 君 ）  こ れ を も ち ま し て 、 令 和 ２ 年 ２ 月 砺 波 広

域 圏 事 務 組 合 議 会 定 例 会 を 閉 会 い た し ま す 。  

ど う も ご 苦 労 様 で ご ざ い ま し た 。  




